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安
定
じ
だ
待
遇
饗
楽
四
礎
璽
活

　
　
　
　
白
衛
盲
募
集
用
ー

■
身
分

　
特
別
職
国
家
公
務
員

■
給
与

　
初
任
給
・
九
万
六
千
二
百
円
と

現
物
支
給
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■
各
種
の
手
当

　
賞
与
（
ボ
ー
ナ
ス
）
年
三
回
、

四
・
九
カ
月
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
技
術
教
育

　
各
種
の
生
き
た
技
術
が
身
に
つ

け
ら
れ
、
資
格
を
取
る
と
昇
任
の

条
件
も
よ
く
、
退
職
後
の
就
職
に

も
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。

■
休
暇
・
外
出

　
有
給
休
暇
は
年
二
十
四
日
の
ほ

か
に
、
年
末
年
始
の
特
別
休
暇
が

あ
り
ま
す
。

■
上
級
学
校
へ
の
通
学
が
で
き
ま

　
す
。

　
希
望
者
は
、
大
学
H
部
、
定
時

制
高
校
、
各
種
学
校
へ
の
通
学
が

で
き
ま
す
。
　
（
た
だ
し
、
教
育
期

間
中
は
で
き
ま
せ
ん
）

■
応
募
資
格

　
採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
、
十

八
歳
か
ら
二
十
五
歳
ま
で
の
人
。

な
お
、
詳
し
く
は
総
務
課
ま
た
は

自
衛
隊
新
潟
地
方
連
絡
部
長
岡
出

張
所
ま
で
（
8
。
量
八
⊥
一
一
三
ー
。
二
美
）

．
蕪
麟
響
つ

　
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
で
、
料

理
店
、
飲
食
店
、
旅
館
お
よ
び
バ

ー
な
ど
を
利
用
さ
れ
た
と
き
は
、

免
税
点
以
下
の
場
合
を
除
き
、
忘

れ
ず
に
公
給
領
収
証
を
受
け
取
り

ま
し
よ
う
。

★
税
の
対
象
と
し
く
み

●
飲
食
店
（
婦
女
の
接
待
の
伴
わ

　
な
い
も
の
）

　
一
人
一
回
の
料
金
が
二
千
円
（
た

だ
し
、
五
十
八
年
一
月
一
日
以
後

は
二
千
五
百
円
）
を
超
え
た
と
き

…
…
料
金
の
一
〇
％

●
料
理
店
　
バ
ー
お
よ
び
飲
食
店

　
（
婦
女
の
接
待
を
伴
う
も
の
）

　
利
用
料
金
の
全
額
に
対
し
…

一
〇
％

●
旅
館
・
ホ
テ
ル

　
H
一
人
一
泊
二
食
の
料
金
が
四

千
円
（
た
だ
し
、
五
十
八
年
一
月

一
日
以
後
は
五
千
円
）
を
超
え
る

場
合
は
二
千
円
を
控
除
し
た
残
り

の
額
の
一
〇
％

　
口
宿
泊
者
の
追
加
飲
食
、
夜
食

昼
食
な
ど
、
ま
た
、
日
帰
者
の
休

憩
お
よ
び
飲
食
は
、
利
用
料
金
が

二
千
円
（
た
だ
し
、
五
十
八
年
一

月
一
日
以
後
は
二
千
五
百
円
）
を

超
え
た
と
き
…
…
料
金
の
一
〇
％

※
公
給
領
収
証
は
、
会
計
が
明
朗

に
な
り
税
金
上
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止

に
役
立
ち
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
財
務
事

務
所
間
税
係
（
8
0
二
五
七
五
－

七
ー
五
五
一
一
番
）

・
劔
灘
舞
辮
・

　
　
　
　
、
範
郵
』
便
筒
か
ら
～

　
年
末
は
、
郵
便
局
が
繁
忙
と
な

り
ま
す
の
で
「
年
賀
状
」
「
小
包
』

を
、
こ
利
用
の
方
は
左
記
の
こ
と
に

ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　
「
小
包
」
は
六
キ
ロ
ま
で
取
扱

い
し
ま
す
。
　
（
速
達
含
む
）
ま
と

め
て
十
個
以
上
お
出
し
の
方
は
料

金
が
二
割
引
き
に
な
る
制
度
が
で

き
ま
し
た
の
で
．
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

じ
袖

しおさ
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年
賀
状
等
を
出
す
と
き
は
、
郵

便
番
号
、
肩
書
、
番
地
、
棟
番
号

な
ど
を
正
確
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
特
に
子
ど
も
あ
て
の
郵
便
物
に

は
、
世
帯
主
名
を
忘
れ
ず
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
便
小
包
は
送
達
日
数
を
グ
ー

ン
と
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

人
藻
羅
響
う

　
私
た
ち
は
、
だ
れ
も
が
幸
福
で

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
お
く
り

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
「
基
本
的
人
権
」
は
、
す
べ
て

の
人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
も
っ

て
い
る
能
力
を
日
々
の
生
活
の
中

に
発
揮
し
て
、
よ
り
幸
福
な
人
生

を
送
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
権
利

と
い
え
ま
す
。

　
十
二
月
四
日
～
十
日
ま
で
の
一

週
間
は
、
人
権
週
間
で
す
。
お
互

い
の
人
権
を
守
っ
て
明
る
い
社
会

を
築
き
ま
し
ょ
う
。

★
人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
知
で
す
か

　
皆
さ
ん
の
困
り
ご
と
や
、
心
配

ご
と
の
中
で
、
こ
れ
は
人
権
問
題

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
り
，

　
　
　
の
。
し
で
人
だ
制
　
簿

法
律
上
ど
の
よ
う
に
な
る
か
が
わ

か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
こ
う
し
た
と
き
は
、
ぜ

ひ
左
記
の
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

高
野
孫
一
郎
　
倉
俣
（
墾
究
主
）

中
島
迫
治
　
本
屋
敷
（
8
三
究
八
）

＊
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＊
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井
ノ
川
和
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山
田
　
広
正

南
雲
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村
山
　
久
夫

鈴
木
　
コ
ウ

桑
原
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重
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広
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キ
ノ
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十
日
町
市

如
来
寺

堀
之
内

東
田
沢

重
　
地

荒
　
屋

編
集
後
記

　
昨
年
に
つ
づ
い
て
、
清
津
川
に

サ
ケ
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
北
洋

か
ら
の
長
旅
で
傷
つ
き
な
が
ら
も

帰
っ
て
き
た
サ
ケ
の
姿
に
と
て
も

感
動
し
ま
し
た
。
サ
ケ
の
稚
魚
放

流
の
成
果
で
す
。
み
ん
な
で
清
津

川
に
も
っ
と
も
っ
と
サ
ケ
の
く
る
．

よ
う
に
願
い
ま
し
よ
う
。
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　　みんなで守ろう

　いよいよ本格的な雪のシーズン

です。新潟気象台の北陸地方寒候

期予報によれば「この冬、気温は

平年なみ（寒暖の差大）積雪量は

平年なみかやや多め」です・戦後

最大といわれた56豪雪は、雪に

慣れているはずの魚沼の人たちに

も驚威的なものでした・豪雪を克

服するためには道路の確保が先決

です。十日町土木事務所（国道、

県道）、村（村道）でも精力的に

道路除雪をすすめますが、それに

は、村民一人ひとりの協力がたい

せつです。みんなで助け合いなが

ら豪雪を克服しましょう・

四
十
五
・
三
㎞
に
な
り
ま
す
。
主

要
な
村
道
の
ほ
と
ん
ど
が
除
雪
対

象
路
線
と
な
り
ま
す
。

　
村
で
は
、
道
路
除
雪
作
業
を
円

滑
に
行
ケ
た
め
に
、
役
場
の
除
雪

　
　
機
械
と
民
間
か
ら
の
借
上
除

　
　
雪
機
械
と
で
道
路
除
雪
を
す

消
雪
パ
イ
プ
威
力
発
揮

　
今
年
も
道
路
除
雪
の
た
め
に
、

建
設
課
に
除
雪
体
制
を
整
え
交
通

確
保
に
万
全
を
期
し
ま
す
。

　
今
年
の
村
道
除
雪
の
延
長
は
、

．
昨
年
よ
り
O
、
八
㎞
増
や
し
て
、

道路はみんなのもの

す
め
て
い
き
ま
す
。

　
道
路
除
雪
は
、
み
な
さ
ん

の
通
勤
や
通
学
に
支
障
を
き

た
さ
な
い
よ
う
に
午
前
四
時

か
ら
始
め
午
前
七
時
ま
で
に

完
了
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
朝
早
く
か
ら

除
雪
車
の
騒
音
で
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
消
雪
パ
イ
プ
は
、
道
路
確
保
に

最
も
有
効
な
手
段
と
し
て
年
々
延

長
が
伸
び
て
い
ま
す
。

　
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
国
県
道

で
、
七
、
四
㎞
、
村
道
で
三
、
二

㎞
消
雪
パ
イ
プ
が
布
設
さ
れ
、
国
、

県
、
村
道
併
せ
て
三
十
六
本
の
井

戸
が
堀
ら
れ
て
い
ま
す
。
降
雪
時

一
斉
に
水
を
汲
み
あ
げ
る
と
毎
分

二
十
六
ト
ン
（
ド
ラ
ム
カ
ン
百
三

十
本
分
）
も
の
水
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
消
雪
パ
イ
プ
が
良
い
と
い
わ
れ

て
も
地
下
水
の
枯
渇
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
に
隣
の
十
日
町
市

で
は
、
約
百
七
十
本
も
消
雪
井
戸

が
堀
ら
れ
、
一
部
で
枯
れ
る
と
い

ケ
現
象
が
で
て
い
ま
す
。

　
地
下
水
は
無
銀
に
あ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
を
地
下
水
を
利
用

し
て
消
雪
し
て
い
る
人
は
節
水
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

出
番
待
つ
除
雪
車

★
役
場
所
有

O
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車

O
ス
ノ
ー
ロ
ー
ダ
ー

o
除
雪
ド
ー
ザ
ー

o
雪
上
車

★
民
間
か
ら
の
借
上
げ

O
除
雪
ド
ー
ザ
ー

二
台

一
台

七
台
二
台

十
台

◎
除
雪
経
費

　
昭
和
五
十
六
年
度
の
雪
害
対
策

費
は
、
七
千
二
百
七
十
一
万
三
千

円
と
な
り
、
一
般
会
計
に
占
め
る

割
合
が
三
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
七
千
万
円
の
内
訳
は
、
国
県
支

出
金
が
約
二
千
万
円
、
一
般
財
源

が
五
千
方
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
春
に
な
れ
ば
あ
と
か
た
も
残
ら

な
い
雪
に
対
す
る
経
費
を
軽
減
す

る
た
め
に
は
、
み
な
さ
ん
の
協
力

が
必
要
で
す
。

冬
期
保
安
要
員
の
設
置

　
冬
場
と
も
す
る
と
孤
立
状
態
と

な
る
五
地
区
に
冬
期
保
安
要
員
を

委
嘱
し
て
生
活
道
路
の
圧
雪
、
公

共
施
設
の
除
雪
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
孤
立
状
態

か
ら
の
不
安
解
消
の
一
つ
と
し
て
地

区
の
人
た
ち
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

〔
対
象
地
区
〕

0
土
倉
・
倉
下
　
o
西
方
・
西
田

尻
　
O
鷹
羽
　
O
小
出
　
O
原
可

・
新
里
救
急
協
力
員
の
設
置

　
冬
期
間
交
通
が
と
だ
え
が
ち
な

五
地
区
（
O
土
倉
・
倉
下
O
東
田

沢
・
豊
里
O
田
代
・
清
田
山
・
下

山
o
角
間
o
小
出
・
葎
沢
）
に
僻

地
救
急
協
力
員
を
置
い
て
、
万
一

の
ケ
ガ
や
病
気
に
備
え
て
い
ま
す
。

撒
灘
鰯
鰹
照
慧
癒
灘
織
繋

・
．
匡
．
ゴ
。
o
臼
　
p
：
ー
、
　
。
●
　
ー
♪
：

　
雪
国
の
宿
命
と
半
ば
あ
き
ら
め

て
い
る
屋
根
の
雪
堀
り
。
こ
の
危

険
と
重
労
働
か
ら
の
が
れ
る
た
め

に
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が
試
み
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
屋
根
雪
の
処
理
方
法
と
し
て
は

①
自
然
落
下
方
式
。
②
屋
根
の
上

に
の
せ
た
ま
ま
に
す
る
。
③
屋
根

の
上
で
融
か
す
。
④
風
で
吹
き
飛

ば
す
。
な
ど
の
四
方
法
が
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

★
自
然
落
下
方
式

　
自
然
落
下
は
、
一
番
経
費
の
か

か
ら
な
い
方
式
と
し
て
多
く
の
人

が
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
方

式
は
、
敷
地
面
積
が
広
く
な
い
と

で
き
な
い
こ
と
、
ま
た
、
屋
根
の

こ
う
配
や
屋
根
ぶ
き
材
料
が
ポ
イ

ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

★
屋
根
の
上
で
雪
を
融
か
す
方
法

　
屋
根
の
上
で
融
か
す
方
式
と
し

て
は
一
、
井
戸
の
水
を
屋
根
に
上

げ
て
消
雪
す
る
方
式
　
二
、
屋
根

活躍する除雪ドーザー

に
フ
イ
ル
ム
ヒ
ー
タ
ー
（
一
種
の

半
導
体
に
電
気
を
通
し
て
発
熱
）

を
設
置
し
て
消
雪
す
る
方
式
　
三
、

家
庭
暖
房
の
余
熱
を
換
気
扇
で
屋

根
裏
に
送
り
込
ん
で
消
雪
す
る
方

式
　
四
、
屋
根
裏
を
暖
め
て
消
雪

す
る
方
法
（
屋
根
裏
に
直
接
暖
気

を
送
り
込
む
方
式
と
温
水
パ
イ
プ

を
配
管
し
て
そ
の
放
熱
で
消
雪
す

る
方
法
が
あ
り
ま
す
）

　
こ
の
他
に
も
屋
根
雪
を
導
雪
ト

イ
を
作
っ
て
融
雪
槽
に
落
し
、
地

下
水
を
散
水
し
て
消
雪
す
る
方
式
、

地
熱
を
利
用
し
て
消
雪
を
す
る
方

式
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
研
究
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
住
宅
密
集
地
で
も
対
応
で
き
る

雪
処
理
方
式
は
無
落
雪
（
融
雪
）

に
な
っ
て
行
く
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
う
し
た
い
ろ
い
ろ
な
方
式

を
複
合
さ
せ
た
新
し
い
雪
処
理
方

法
の
開
発
が
望
ま
れ
ま
す
。

とマ◎’広報噸
Nα31757．12．10（3）

道臨は
あなたの
　自凌専る

屋
根
雪
の
処
理
節
度
を
も
っ
て

除
雪
車
が
き
れ
い
に
除
雪
を
し

た
の
を
見
計
ら
っ
た
よ
う
に
道
路

に
雪
を
出
す
人
が
見
う
け
ら
れ
ま

す
。
家
の
周
り
が
雪
で
埋
ま
り
道

路
に
雪
を
出
し
た
い
気
持
は
良
く

わ
か
り
ま
す
が
そ
の
た
め
に
車
の

通
行
が
で
き
な
く
な
り
、
も
う
一

度
除
雪
を
や
り
な
お
す
の
で
は
、

除
雪
経
費
が
増
大
し
て
た
い
へ
ん

困
り
ま
す
。
ま
た
、
万
一
、
雪
を

出
し
車
の
通
行
が
で
き
な
く
な
っ

た
と
き
、
火
事
や
急
病
人
が
で
た

ら
ど
う
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
お

互
い
に
ゆ
ず
り
あ
う
と
こ
ろ
は
ゆ

ず
り
あ
い
、
ガ
マ
ン
す
る
と
こ
ろ

は
ガ
マ
ン
を
し
ま
し
ょ
う
。

そ
こ
に
駐
車
を
し
な
い
で
！

　
除
雪
車
は
、
朝
四
時
か
ら
除
雪

を
開
始
し
ま
す
の
で
、
路
上
駐
車

が
あ
る
と
た
い
へ
ん
困
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
出
勤
時
間
に
除
雪
が

で
き
な
く
な
る
ば
か
り
で
な
く
除

雪
経
費
の
増
大
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
消
雪
パ
イ
プ
の
布
設
さ
れ
た

道
路
に
い
つ
も
駐
車
し
て
あ
る
車

を
見
か
け
ま
す
が
絶
対
に
や
め
ま

．
し
ょ
う
。

に
と
っ
て
た
い
へ
ん
あ
り
が

た
い
も
の
で
す
が
、
歩
行
者

に
と
っ
て
は
、
あ
ま
り
あ
り

が
た
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
雪
水
の
は
ね
あ

げ
に
よ
る
被
害
に
会
う
か
ら

で
す
。
み
な
さ
ん
も
一
度
や

二
度
は
雪
水
を
か
け
ら
れ
て

気
分
を
悪
く
し
た
経
験
が
お

あ
り
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

小
さ
な
小
学
生
の
子
ど
も
た

ち
は
、
特
に
か
わ
い
そ
う
で

す
。
　
車
の
ハ
ン
ド
ル
を
に
ぎ
っ

た
ら
歩
行
者
は
、

気
分
最
悪
雪
水
の
は
ね
あ
げ

消
雪
パ
イ
プ
は
、
車
に
乗
る
人

　
　
　
　
　
　
み
な
自
分
の
親
、

子
ど
も
と
思
っ
て
ス
ピ
ー
ド
を
落

し
て
く
だ
さ
い
。

除
雪
係
か
ら

豪
雪
を
克
服
す
る
た
め
に
次
の

こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

o
危
険
防
止

除
雪
作
業
中
は
、
機
械
に
近
寄

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
特
に
子
ど

も
や
お
年
寄
り
が
い
た
ら
周
り
の

雪水ハネないで

敷継勢本之
宮中

国
O

主要地方遭小千谷十日町滲南紹

人
た
ち
は
注
意
を
払
っ
て
や
り
ま

し
よ
”
つ
。

○
排
雪
場
所
の
確
保

　
機
械
除
雪
の
所
は
、
排
雪
場
所

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
各
集
落

で
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
排
雪
場
所
が
確
保
で
き
な

い
場
合
は
、
除
雪
作
業
の
中
止
も

余
儀
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
沿
線

の
皆
さ
ん
に
は
特
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　　　叡、昭和57年度　冬期除・圧雪路線計画図

　　　　　　　　　　　　（中里村）
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　　　　　　　冬場の事故防止

　　　　　　　十日町警察署田沢駐在所

　　　　　　　　　関ロ利雄さん

　冬の道路、とくに雪道や凍6た道路での

急ハンドル、急ブレーキ、スピードの出し

すぎは危険このうえありません。冬場は、

スリップ事故等に会わないように十分注意

しましょう。

1．安全速度…冬場の時速40㌔は高速走行と

　心得えましょう。特にカーブでは減速徐行

2．車間距離は長く…追突事故が多発します。

　十、分車間距離をとりましょう。

3．雪山の切れ目に注意…雪山の切れ目から

　の歩行者の飛び出しに十分注意を。

4歩行者との間に間隔を…歩行者がすべり

　転倒する危険があります・十分間隔を。

原町

新里

㊧糞

　　　　　　除雪車の運転手
　　　　　　　　からのお願い

　　　　　　　朴木沢樋口裕一
　　　　　　　　　　　　　　さん

　除雪車の運転に携わっていて思うことは

除雪の1番障害となる路上駐車です。通れ

なかったり接触事故の原因になりますので

やめてください。また、歩行者の安全には

十分注意していますが大型機械であると同

時に降雪時早朝出勤が多いため除雪車が見

えましたら、そばに近寄らないで通過する

のを待って通行していただきたいと思いま

す。雪捨ては除雪前にしていただき除雪後

はやめてください。多少玄関口に入ること

もありますが個々に処理をお願いします・

　豪雪地中里村の道路確保のため、いつそ

うのご理解とご協力をお願いします・

雪を出さないで

　
　
．
ん

　
ヰ
さ

　
ク
　
キ
　
雲
餉
南

堀

　冬場はたいへんなんです。宮中から堀之

内へ上る坂は流雪道路になるんですけど、

道路に雪を出す人がいてたいへん困ってい

ます。出した雪が下の方でつかえ雪水があ

ふれるんですよ。ひどいときは深さが70セ

ンチにもなり歩いてはとても通れなくなり

ます。また、心ない車の運転手の雪水のは

ねあげには本当に困ります。学校へ通う子

どもたちがいてもスピードを落さないんで

すよ。お互いに思いやりの心を持ちたいも

のです。そして、この道に消雪パイプが早

急に布設されることを願っています。



ミ
ヘ

（4）広報噸かマとNα317　57．12．10

昭
和
六
十
年
に
関
越
自
動
車
道

の
湯
沢
肪
東
京
間
が
開
通
す
れ
ば

農
産
物
の
流
通
体
系
に
大
き
な
変

化
を
も
た
ら
し
ま
す
。
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作
物
の
ほ
と
ん
ど
が
長
岡
市
場
に

出
荷
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
後

は
、
市
場
価
格
の
有
利
な
所
へ
の

出
荷
が
容
易
と
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
高
速
流
通
体
系
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、
毎
日
十
ト
ン

ト
ラ
ッ
タ
に
一
台
く
ら
い
づ
つ
出

荷
で
き
る
生
産
体
制
を
確
立
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
十
日
町
市
、

津
南
町
、
中
里
村
が
一
体
と
な
っ

て
広
域
的
な
農
産
物
の
生
産
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
将
来
の
展
望
に
立
っ
て
計

画
さ
れ
た
の
が
広
域
営
農
団
地
整

備
事
業
（
広
域
農
道
）
で
す
。

　
広
域
農
道
計
画

　
こ
の
農
道
計
画
は
、
県
内
で
も

佐
渡
を
は
じ
め
十
二
路
線
で
、
す

で
に
着
工
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
魚

沼
地
区
の
広
域
農
道
計
画
の
規
模

は
県
内
随
一
の
も
の
で
総
工
費
九

十
七
億
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
農
道
で
の
受
益
面
積
は
、

八
千
八
百
五
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

受
益
農
家
戸
数
は
七
千
八
十
戸
と

な
っ
て
い
ま
す
。
広
域
農
道
は
、
十

日
町
（
池
之
平
）
を
起
点
と
し
て

田
麦
↓
市
ノ
沢
↓
珠
川
↓
東
田
沢

レ
上
山
原
↓
朴
木
沢
↓
桔
梗
原
↓

芋
川
↓
倉
俣
↓
新
里
↓
米
原
↓
中

　
　
　
　
　
深
見
↓
石
坂
↓
沖
ノ

　
　
　
　
　
原
↓
赤
沢
へ
至
る
全

　
　
　
　
　
長
四
十
一
キ
ロ
メ
ー

　
　
　
　
　
ト
ル
（
国
、
県
道
共

　
　
　
　
　
用
六
キ
。
）
の
も
の
で

　
　
　
　
　
す
。
当
、
中
里
村
分

の
総
延
長
は
、
十
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
、
桔
梗
原
と
芋
川
を
結
ぷ
清

津
川
に
全
長
二
百
二
十
五
・
三
メ

ー
ト
ル
の
橋
が
か
け
ら
れ
る
予
定

で
す
。
こ
の
農
道
が
で
き
れ
ば
、

農
産
物
の
流
通
路
線
と
し
て
の
活

用
だ
け
で
な
く
こ
の
地
域
の
人
た

ち
の
生
活
路
線
と
し
て
も
大
い
に

利
用
価
値
が
あ
り
ま
す
。

　
事
業
は
新
潟
県
が
実
施
す
る
も

の
で
国
が
六
五
％
、
県
が
二
五
％
、

市
町
村
が
一
〇
％
の
負
担
割
合
と

な
っ
て
お
り
受
益
農
家
に
は
、
一

斉
の
負
担
が
か
か
ら
な
い
、
と
て

も
有
利
な
事
業
で
す
。

同
意
書
の
取
り
ま
と
め
“

ご
協
力
を

　
こ
の
計
画
は
、
昭
和
五
十
八
年

度
着
工
を
目
指
し
て
現
在
す
す
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

関
係
農
家
（
村
内
全
域
）
の
同
意
を

来
年
の
一
月
十
五
日
ま
で
に
い
た

だ
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
同
意
率
の
良
し
悪
し
が
事
業
採

択
に
大
き
く
か
か
わ
り
ま
す
の
で

主
旨
を
ご
理
解
の
上
ご
協
力
を
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
科
学
の
進
歩
が

著
し
い
現
代
で
も

血
液
を
人
工
に
つ

く
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
人
間
の

血
液
は
人
間
の
血

液
で
補
う
以
外
に

は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
目
標
ほ
ぽ
遣
成

　
中
里
村
で
は
、

五
月
、
七
月
、
十

，
月
に
献
血
を
保
健

，
セ
ン
タ
ー
前
で
実

施
し
ま
し
た
。

五
月
は
百
四
十
一

人
、
七
月
は
百
五

十
一
人
、
十
月
は

百
十
六
人
、
延
四

百
八
人
の
人
た
ち

か
ら
献
血
に
協
力
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
中
里
村
の
目
標
人
数
が

四
百
十
人
で
す
の
で
目
標
は
ほ
ぽ

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

献
血
で
自
分
の

　
健
康
状
態
を
知
ろ
う

　
皆
さ
ん
か
ら
採
血
さ
れ
た
血
液

は
、
A
B
O
式
と
㎜
…
式
の
血
液
型

検
査
を
し
、
肝
機
能
（
肝
臓
の
機
能

検
査
）
梅
毒
検
査
（
梅
毒
血
清
学
的

検
査
）
冊
坑
原
（
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
の
坑
原
検
査
）
の
ほ
か
、
血
漿
総

蛋
白
（
消
化
器
、
肝
、
腎
疾
患
等
を

み
る
検
査
）
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

（
糖
尿
病
、
甲
状
腺
機
能
低
下
症
、

肝
実
質
障
害
等
を
み
る
検
査
）
％

比
（
肝
臓
機
能
等
を
み
る
検
査
）

ア
ル
カ
リ
フ
オ
ス
フ
ア
タ
ー
ゼ
（
肝
、

胆
道
系
病
変
を
み
る
検
査
〉
を
行

い
結
果
が
あ
と
で
血
液
セ
ン
タ
ー

か
ら
個
人
通
知
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

血
液
比
重
不
足
で
採
血
で
き
な
い

人
に
は
、
希
望
に
よ
り
貧
血
の
検

査
を
し
、
後
日
個
人
通
知
を
し
て

い
ま
す
。
自
分
の
健
康
状
態
を
知

る
た
め
に
も
ぜ
ひ
、
献
血
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　
十
分
問
の

　
　
　
　
砂
愛
の
奉
仕
ψ

　
奉
仕
活
動
と
“
う
と
ち
ょ
っ
と

お
お
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

献
血
は
、
健
康
な
人
な
ら
だ
れ
で

も
で
き
る
一
種
の
奉
仕
活
動
で
す

私
た
ち
の
身
近
な
所
で
も
、
輸
血

を
必
要
と
し
て
い
る
人
た
ち
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
に

も
い
つ
災
難
が
ふ
り
か
か
っ
て
く

右
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た

と
き
の
た
め
に
お
互
い
に
献
血
を

し
、
万
一
の
た
め
に
備
え
ま
し
ょ

う
。
来
年
も
あ
な
た
の
尊
い
血
液

の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

俺の血で元気になってくれ

広報かかマと（5）Nα31757．12．10
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建
物
共
済
加
入
額

　
　
六
十
八
億
六
千
万
円

　
昭
和
五
十
六
年
度
、
建
物
共
済

加
入
棟
数
は
、
住
宅
、
作
業
場
等

を
含
め
千
四
百
九
十
八
棟
で
、
共

済
加
入
額
は
六
十
八
億
六
千
六
百

八
十
万
円
と
な
り
一
棟
当
り
の
平

均
加
入
額
は
四
百
五
十
八
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
万
一
の
災
害
に
備
え
て
、
時
価

額
い
っ
ぱ
い
に
加
入
す
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。
例
え
ば
、
新
築

後
十
五
年
経
っ
た
木
造
家
屋
（
延

面
積
百
六
十
五
㎡
・
五
十
坪
）
で

は
、
再
建
築
価
額
が
約
千
七
百
万

円
と
な
り
、
時
価
い
っ
ぱ
い
の
千

五
百
万
円
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
一
般
的
な
家
で
は
、
家

具
類
が
一
千
万
円
相
当
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
に
も
ぜ

ひ
加
入
を
し
て
く
だ
さ
い
。
共
済

保
険
料
は
、
一
万
円
に
つ
き
十
二

刊
と
な
っ
て
い
ま
す
．

台風18号で冠水した水田（下山）

見
直
し
ま
す

　
水
稲
共
済
引
受
台
帳

　
今
年
の
八
月
国
土
調
査
が

終
了
し
た
の
を
機
会
に
、
税

務
、
農
業
委
貝
会
、
転
作
、

農
業
共
済
等
で
別
々
に
整
理

し
て
き
た
土
地
耕
作
台
帳
を

基
本
的
に
統
一
す
る
こ
と
に

な
り
先
般
み
な
さ
ん
か
ら
確

認
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

共
済
で
は
こ
の
土
地
台
帳
を

も
と
に
引
受
台
帳
を
つ
く
り

た
い
と
考
え
、
今
年
度
中
に

、
墾
嚇
、
全
編
帯
灘
噺
鷺
蕪
獣
墾
姻

細
目
書
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

オ
リ
ゼ
メ
ー
ト
農
薬
購
入
者
に

助
成
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
春
以
来
、
イ
モ
チ
病
の
被
害
防

止
の
た
め
に
、
最
近
、
効
果
を
発

揮
し
て
い
る
オ
リ
ゼ
メ
ー
ト
農
薬

を
利
用
し
た
損
害
防
止
事
業
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
そ
の

結
果
が
ま
と
ま
り
一
袋
に

つ
き
三
百
円
（
総
数
四
千

八
百
十
五
袋
、
総
額
百
四

十
四
万
四
千
五
百
円
）
を

関
係
販
売
業
者
に
十
二
月

十
日
に
支
払
い
ま
す
。

　
助
成
基
準
と
し
て
は
、

十
ア
ー
ル
に
つ
き
一
袋
と

し
、
共
済
引
受
面
積
か
ら

割
出
し
た
量
の
範
囲
と
し

ま
し
た
。
関
係
農
家
は
、

購
入
先
へ
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

、．、

一
畑

　
高
冷
地
そ
菜
栽
培
を
目
指
し
て

い
る
標
高
千
メ
ー
ト
ル
の
小
松
原

台
地
は
、
県
内
随
一
の
高
冷
地
と

し
て
関
係
者
の
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。

　
今
年
は
、
延
十
ヘ
ク
タ
：
ル
に

ダ
イ
コ
ン
、
キ
ャ
、
ベ
ツ
の
作
付
け

と
白
菜
の
試
作
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
時
は
、
台
風
十
号
で
葉
が
吹
き

飛
ば
さ
れ
る
被
害
に
会
い
関
係
農

家
を
心
配
さ
せ
ま
し
た
が
、
出
荷

時
期
に
は
、
や
や
作
柄
も
持
ち
な

お
し
、
市
場
価
格
の
良
か
っ
た
こ

と
も
幸
い
し
て
好
成
績
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ダ
イ
コ
ン
は
約
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

栽
培
さ
れ
、
十
ア
ー
ル
あ
た
り
の

平
均
粗
収
入
が
二
十
二
万
円
、
最

高
で
は
三
十
五
万
円
と
な
り
、
ま

た
、
キ
ャ
ベ
ツ
は
約
四
ヘ
タ
タ
ー

ル
栽
培
さ
れ
、
十
ア
ー
ル
あ
た
り

の
平
均
粗
収
入
で
二
十
八
万
五
千

円
、
最
高
で
五
十
七
万
九
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
年
に
は
、
三
十
ヘ
タ

タ
ー
ル
の
農
地
開
発
が
終
了
し
ま

す
。
倉
俣
地
区
を
中
心
と
し
た
野

菜
栽
培
農
家
は
野
菜
作
り
の
将
来

に
大
き
な
期
待
を
か
け
て
い
ま
す
。1・松原

生命保険金と税金
　多くの家庭では突然の災難等に備えて生

命保険に加入しています。そこで実際生命

保険を受け取った場合税金はどうなるのか

をお知らせいたします。

1．満期保険金の場合……保険料を負担した

　人本人が受取人の場合は一時所得となり

　課税されます。また、保険料を負担した

　以外の人が受取人の場合は贈与税の対象

　となります。

2．死亡保険金の場合……保険料を負担した

　人が死亡したとき、原則として保険金受

　取人に相続税がかかります。保険料を負

　担した人が保険金受取人の場合は、保険

　金受取人が一時所得となり課税されます。

　保険料を負担した人が保険金受取人でも

　死亡した人でもないときは保険金受取人

　に贈与税がかかります。これらの税目に

　は、それぞれ異った控除がありますので

　．詳しくは税務課へおたずねください。



ミ
ヘ
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おもしろい行事などがありまし

たら教えてください。

＊行・事・予・定＊
　　　　崇変更することがあります。
　　　　・御用の際は担当課で確認を。

11（土）

12（日） 休日救急医（津南病院02576－5－3161）

13（月） 若い母親学級（幼児期の栄養と食事
講師・金沢恵子氏・総合センター13：30～）

14（幻

15㈱

16（湘
家庭教育講座（そこがまちがっている子育て

講師・浅妻康二氏・総合センター13：30～）

17働
心配こと相談日（老人福祉センター）

高齢者講座（楽しき集い、軽スポーツ
講師・六川猛夫氏・総合センター10：00～）

18（土）

19（日） 休日救急医（山口医院02575－2－2174）

20（月） 松迎え

21（幻

22（水） 冬至

23㈱

24働 行政・心配こと相談日（老人福祉センター一）

25㈹ クリスマス

26（日） 休日救急医（中条病院02575－7－3018）

27（月）

28（帰

29（湘

30（湘

31㈹

1仕）
元旦
休日救急医（千手診療所02576－8－2034）

2（日） 休日救急医（上村病院2111）

3（月） 休日救急医（至誠堂医院02575－2－3276）

4（火）

5（水）

6㈹

7㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター）

七草

8（土）

9（日） 休日救急医（津南病院02576－5－3161）

10（月）

　
　
　
　
ち

真
　
た

写
の
も

　
　
校
ど

紙
分
子

表
鷹市

　
毎
年
村
民
球
技
大
会
と
称
し
て

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
卓
球
の
三
種
目
を
田
沢
小

中
体
育
館
を
利
用
し
て
実
施
し
て

い
ま
し
た
が
、
三
種
目
い
っ
し
ょ

だ
と
、
コ
ー
ト
数
が
限
ら
れ
、
進

行
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
や
、
出

場
種
目
が
限
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

で
今
年
か
ら
日
を
替
え
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
村
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
ー
ル
大
会

は
、
十
月
三
十
一
日
田
沢
中
体
育

館
で
行
わ
れ
、
と
し
ち
ゃ
ん
チ
ー

ム
な
ど
十
一
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

気
合
の
は
い
っ
た
試
合
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

　
村
民
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
大
会
は
、

十
一
月
七
日
田
沢
中
体
育
館
で
行

わ
れ
延
十
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

体
育
館
狭
し
と
動
き
回
る
姿
が
印

象
的
で
し
た
。

たのむ一決めさせてくれ

強烈なスパイク、見事なブロック

毒撫蜘

〔
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
成
績
〕

★
男
子

　
一
位
体
協
A
チ
ー
ム

　
ニ
位
　
高
校
チ
ー
ム

　
三
位
　
体
協
B
チ
；
ム

★
女
子

　
一
位
田
沢
㈲
A
チ
ー
ム

　
ニ
位
　
田
沢
㈲
B
チ
ー
ム

〔
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
成
績
〕

　
一
位
　
貝
野
チ
ー
ム

　
ニ
位
　
倉
俣
チ
ー
ム

　
三
位
　
体
協
チ
ー
ム

せ
　
　
ア

　
　
『
荒
　
屋

　
　
ぺや
緯
上
原
　
孝
さ
ん

麟
県
内
に
三
－
四
人
－
か

　
　
醐
い
な
い
石
の
彫
刻
師
を
目

濃
懸
指
す
荒
屋
の
上
原
孝
さ
ん

　
　
難
、
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
な
ぜ
、
こ
の
仕
事
を
「
石

　
　
　
の
彫
刻
は
、
親
父
の
念
願

　
　
　
で
し
た
し
、
自
分
も
、
手

難
響
●
●

の
道
に
入
り
ま
し
た
一
ど
こ
で
修

業
を
「
石
の
都
と
い
わ
れ
る
愛
知

県
の
岡
崎
で
す
。
こ
こ
は
、
石
塔
、

灯
籠
、
仏
像
な
ど
石
材
工
の
す
べ

て
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
高
校
を

卒
業
し
て
三
年
間
昼
間
石
工
見
習

い
と
し
て
働
き
な
が
ら
夜
間
訓
練

所
に
通
い
ま
し
た
。
修
業
は
思
っ

た
よ
り
厳
し
く
、
先
輩
に
道
具
で

は
た
か
れ
た
こ
と
も
何
度
か
あ
り

ま
し
た
。
訓
練
所
を
卒
業
し
て
一

年
間
岡
崎
で
働
い
て
い
ま
し
た
が

家
の
都
合
で
い
ま
は
こ
ち
ら
に
き

●
●
●

て
兄
貴
と
い
っ
し
ょ
に
石
材
店
を

や
っ
て
い
ま
す
θ
こ
の
仕
事
の
魅

力
は
「
奥
が
深
く
、
満
足
の
い
く

仕
事
な
ん
で
ま
だ
ま
だ
。
心
を
こ

め
て
作
る
だ
け
で
す
よ
一
こ
ち
ら

に
来
て
｝
番
の
大
作
は
「
阿
弥
陀

如
来
で
す
。
座
高
三
尺
、
幅
二
尺

四
寸
の
も
の
で
す
一
こ
れ
か
ら
の

目
標
は
と
の
問
い
に
「
も
う
腕
を

磨
く
以
外
に
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

見
て
い
る
人
の
心
が
な
ご
む
よ
う

な
仏
像
を
つ
《
り
た
い
一
と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

察
内
綴

女
子
実
力
を
発
揮

　
　
　
　
　
郡
市
剣
道
大
会

　
第
二
十
七
回
郡
市
剣
道
大
会
が

去
る
十
一
月
二
十
一
日
、
川
治
小

学
校
体
育
館
（
十
日
町
）
で
行
わ

れ
、
中
学
生
（
女
子
）
の
部
で
田

沢
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
女
子

中
学
生
が
優
勝
し
ま
し
た
。

★
成
績
（
入
賞
者
）

●
団
体
戦
（
中
学
生
女
子
）

一
位
癖
由
辮
楓

●
個
人
戦
（
中
学
生
女
子
）

一
位
　
田
中
由
美
子
　
　
上
山

二
位
　
滝
沢
佳
子
　
　
田
中

●
団
体
戦
（
一
般
男
子
）

三
位

広富山大樋
田井本島口

松武勝勝秀
幸彦利利夫

干
溝
如
来
寺

通
り
山

如
来
寺

干
溝
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自
分
た
ち
の
手

で
収
穫
し
た
米
で

つ
い
た
モ
チ
は
と

て
も
お
い
し
い
。

十
一
月
二
十
日
貝

野
小
学
校
で
は
、

体
験
農
場
で
と
れ

た
モ
チ
米
で
も
ち

つ
き
大
会
を
行
い

ま
し
た
。

　
最
近
、
農
作
業

の
機
械
化
が
進
み

子
ど
も
た
ち
が
手

で
田
植
え
を
し
た

り
、
稲
刈
り
を
す

る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
な
く
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
学
校
で
は

米
づ
く
り
の
苦
労

と
収
穫
の
喜
び
を
子
ど
も
た
ち
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
四
年
前
か
ら

体
験
農
場
を
や
っ
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
本
屋
敷
の
羽
鳥
長
一
さ
ん

の
田
を
ニ
ア
ー
ル
借
り
て
行
い
ま

し
た
。

　
春
、
悪
戦
苦
闘
の
末
植
え
た

苗
は
、
子
ど
も
た
ち
の
期
待
通

り
見
事
な
稲
に
育
ち
九
月
二
十

二
日
に
待
望
の
稲
刈
り
を
行
い

ま
し
た
。

　
も
ち
つ
き
大
会
の
は
じ
め
に

校
長
先
生
か
ら
「
お
米
を
作
る

に
は
た
い
へ
ん
な
苦
労
が
あ
る

こ
と
が
分
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
米
を
食
べ
る
と

き
感
謝
の
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
∂

と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
も
ち
を
つ
く
の
は
、
五
、
六

年
生
で
あ
と
の
子
ど
も
た
ち
は
、

詩
を
書
い
た
り
、
絵
を
書
い
た
り

し
、
も
ち
つ
き
大
会
を
楽
し
み
、

つ
き
た
て
の
も
ち
詮
皆
で
「
な
か

な
か
う
ま
い
一
と
い
っ
ぱ
い
食
べ

て
い
ま
し
た
。

属
灘
響

　
考
人
ク
ラ
ブ
遮
合
会
芸
能
大
会

　
「
ま
あ
ー
一
つ
や
ら
せ
て
も
ら

い
ま
す
。
　
ハ
ァ
ー
く
」
ふ
だ
ん

少
し
曲
り
ぎ
み
な
腰
も
シ
ャ
ン
と

し
歌
や
踊
り
の
大
供
演
。
去
る
十
一

月
二
十
四
日
総
合
セ
ン
タ
ー
で
老

人
タ
ラ
ブ
連
合
会
主
催
に
よ
る
芸

能
大
会
が
約
二
百
人
の
お
年
寄
り

を
集
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
演
に
先
だ
ち
上
村
村
長
か
ら

「
平
素
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

て
い
た
だ
き
、
｝
日
中
楽
し
く
過

し
て
く
だ
さ
い
一
と
祝
辞
が
述
べ

ゐ
れ
開
演
と
な
り
ま
し
た
。

　
飛
び
入
り
を
含
め
る
と
四
十
曲

以
上
に
な
り
、
歌
あ
り
、
踊
り
あ

り
、
詩
吟
あ
り
、
浪
曲
節
あ
り
と

お
年
寄
り
た
ち
の
長
年
鍛
え
た
芸

は
尽
き
ず
、
観
客
席
か
ら
盛
ん
な

拍
手
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　村田

　山中

要英

子敏
さ

ん

　
中
里
村
青
年
会
の
活
動
の
中
で

知
り
合
い
、
四
年
間
交
際
を
続
け

去
年
の
十
一
月
結
婚
を
さ
れ
た
、

田
中
の
村
山
英
敏
、
要
子
さ
ん
夫

婦
を
紹
介
し
ま
す
。

　
お
互
い
の
第
一
印
象
は
「
子
ど

も
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
と
て

も
か
わ
い
か
っ
た
一
　
「
少
し
お
っ

ち
ょ
こ
ち
ょ
い
だ
け
ど
ユ
ー
モ
ア

の
あ
る
人
一
結
婚
生
活
は
ど
う
で

す
か
。
「
高
い
所
に
上
っ
た
時
（
大

工
）
ふ
と
要
子
の
顔
が
浮
ぷ
こ
と

が
あ
る
ん
で
す
よ
。
　
一
人
じ
ゃ
な

　
い
ん
だ
と
感
じ
ま
す
一
　
「
思
っ
た

よ
り
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
気
を
使

づ
て
く
れ
ま
す
一
お
互
い
の
呼
ぴ

方
は
「
ヨ
ー
コ
」
　
「
英
敏
さ
ん
」

二
人
き
り
の
と
き
は
、
ヨ
ー
コ
ち

ゃ
ん
と
呼
ぷ
と
か
。

　
子
ど
も
は
「
い
ま
、
が
ん
ば
っ

て
い
る
ん
だ
け
ど
…
…
二
～
三
人

ほ
し
い
で
す
。
す
な
お
で
だ
れ
か

ら
も
好
か
れ
る
子
ど
も
に
育
て
た

　
い
一
ど
ん
な
家
庭
を
「
な
ん
で
も

話
せ
る
家
庭
θ
中
里
村
に
つ
い
て

　
「
も
う
す
ぐ
出
稼
に
行
く
ん
で
す

・
よ
。
冬
場
働
け
る
場
所
が
ほ
し
い

で
す
ね
一
と
、
少
し
寂
し
そ
う
な

表
情
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
明
る
い
思
い
や
り

　
　
会
の
あ
る
家
庭
づ
く
り

を
流
を
考
え
よ
う
と
去
る

、
　
　
　
十
一
月
二
十
六
日
総

㌧
交
か
代
鎗
わ
貿
嬬
厭

づ
世
よ
る
他
世
代
交
流
会

心
他
が
公
民
単
王
催
で
行

た
　
　
わ
れ
ま
し
た
．

し
百
九
名
の
参
加
者

　
　
　
　
は
そ
れ
ぞ
れ
六
グ
ル

と　
　
　
　
．
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

っ
　
　
　
食
事
の
こ
と
や
孫
の

よ
し
つ
け
、
年
金
、
医

ち
療
、
言
口
葉
使
い
な
ど

　
　
　
　
家
庭
生
活
で
の
い
ろ

　
　
　
　
い
ろ
な
問
題
を
熱
心

に
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
斉
藤
記
念
病
院
長
斉
藤

隆
影
氏
の
「
円
満
な
家
庭
づ
く
り
」

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
氏
は
そ

の
中
で
「
お
年
寄
り
を
大
事
に
す

る
こ
と
が
た
い
せ
つ
一
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　
　
》

舞
◎
鵜

　
　
ゆ聾

み
ご
と
／
マ
マ
さ
ん
選
手
優
勝

　
　
　
郡
市
オ
ー
プ
ン
卓
球
選
手
権
大
会

　
去
る
十
一
月
二
十
一
日
、
郡
市

オ
ー
プ
ン
卓
球
選
手
権
大
会
が
十

日
町
市
民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
田

沢
本
村
の
村
山
婦
佐
江
さ
ん
（
マ

マ
さ
ん
選
手
）
が
並
み
居
る
強
豪

選
手
を
次
か
ら
次
に
破
り
、
見
事

皿
女
子
の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。
ま

た
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
も
福
島
民

子
さ
ん
（
十
日
町
）
と
組
ん
で
優

勝
し
ま
し
た
。

　
村
山
さ
ん
は
、
今
ま
で
に
も
い

ろ
い
ろ
な
大
会
で
優
勝
の
経
験
が

あ
り
ま
す
。

　
親
子
の
ふ
れ
あ
い

　
　
省
エ
ネ
入
浴

　
寒
く
な
っ
て
く
る
と
フ
ロ
の
湯

が
す
ぐ
ぬ
る
く
な
り
ま
す
の
で
、

続
け
て
入
り
ま
し
ょ
う
。
親
子
い

っ
し
ょ
の
入
浴
は
、
い
い
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
に
も
な
り
ま
す
。

　
電
気
温
水
器
を
使
っ
て
い
る
フ

ロ
で
は
、
一
日
三
十
分
間
入
浴
時

間
を
短
縮
し
ま
す
と
一
カ
月
で
約

四
十
四
・
八
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー

（
八
百
六
円
）
の
節
約
に
竜
り
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
さ
ん
ご
承
知
の
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
お
フ
ロ
の
水
は

冬
は
沸
か
す
直
前
に
、
夏
は
汲
み

置
き
し
た
方
が
早
く
沸
き
ま
す
。

　
み
ん
な
の
チ
ョ
ッ
ト
し
た
心
づ

か
い
で
省
エ
ネ
が
で
き
ま
す
。
暮

ら
し
の
知
恵
を
生
か
し
ま
し
ょ
う
。


